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ブリーチしてカットして……とシンプルなんですが、全体に嫌みが
なく似合わせができていて、まだ学生なのにプロな感じが漂います。
自分の好きなものがよくわかっていて、カット力やデザイン力など
全体的にレベルが高い人ですね。
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古川 美宇  様  大阪モード学園

モデル部門　グランプリ





”来年度のコンテストにチャレンジしよう”という学生の皆さんへのアドバイス

自分の好きなものを追求して、自分のセンスを信じて、作品撮りをやっていけばいいと思いま
す。で、その中に必ず少しだけ流行のファッションのエッセンスを取り入れるのがポイント。い
ろんなファッションの流れを知ろうとしたり、本当にきれいなものを見たり、いい音楽を聞いて
センスを磨いたりすることは大事なこと。あとは、ウィッグでの作品作りもいいですが、できる
ことならモデルを使ってカットしてスタイリングして撮影する……ということをやり続けると
いいと思います。

美容学生の皆さんのレベルはすごく上がっていると思います。それは教える立場の先生方のレ
ベルも上がってきているから。先生方も研究して、モデルさんをどうすれば美しく仕上げられ
て、撮影できるかを教えていらっしゃるし、学生の皆さん自体も撮影モデルをしっかりと探して
きているので偉いと思います。ただ、全体的に言えるのが“もう少しオリジナリティがほしい”と
いうこと。特にウィッグ部門は、ウィッグでしかできないようなデザインを作り出してもらえる
といいと思います。僕ら美容師が考え付かないようなデザインを学生ならではのパワーと発想
で作り出してもらえると嬉しいです。最初から型にハマったようなデザインばかり作るのでは
なく、テクニックやバランスなどは多少違っていたり、粗削りでも自分なりにもがきながら“あ、
これは何か違うんだな”という風に気づきながら成長していくほうが将来の伸びしろはあると
思います。

山下氏による全体を通しての講評

入賞作品の選出は山下氏のサロン（Double SONS）で実施されました
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